
 

 

このページでは本校の硬式野球部の活動

状況をレポートしていきます。  

９月２１日 【秋季大会ブロック予選決勝 ｖｓ東京成徳大高校 １-２×●】 

秋季大会ブロック決勝の相手は東京成徳大高校でした。一回戦に引き続き声に勢いのある元

気のいいチームでした。左投手がエースという情報のもと、左投げ対策をして挑んだこの試

合。相手の先発は 10番の右投げ、エースは６回からの登板となりました。東京成徳の先発

に対し中々打てず点が取れませんでした。３回、東京成徳は３塁線を抜くヒットで出塁する

とバントやエラーを足掛かりに１点を先制しました。そのまま回がすすみ６回、東京成徳の

エースが満を持して登板します。ここで紅葉川は練習の成果を発揮します。先頭の柳沢がヒ

ットで出塁し、バントでしっかり送り４番友清がタイムリースリーベースで同点とします。



このまま勢いで逆転に持っていきたいところでしたが、そうはいきませんでした。お互いに

出塁はするも返せず、1-1 のまま９回を迎えます。９回表、紅葉川は３者凡退で攻撃が終わ

ってしまいました。その裏、東京成徳の先頭が死球で出塁後一度は送りバントを失敗するも

２人目で成功。東京成徳は２アウト二塁から代打、代走を出しました。1度打ち損じフライ

になるもネットにあたりファール。その次の球を打たれセンター前ヒット、２塁ランナーが

還りサヨナラ負けとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

今回の負けで、チームとして、なかなか打って点が取れなかったことをとても課題に感じま

した。ここから春の予選まで半年あります。その間に力をつけて、春に勝ち上がりたいと思

います。無観客のため保護者の方にはお見せできませんでしたが、たくさんのご支援、ご声

援、ありがとうございました。 

 

 

 



９月１３日 【秋季大会ブロック予選１回戦 ｖｓ日大櫻丘 5-4〇】 

ついに秋季大会が始まりました。初戦の相手は日大櫻丘高校、スイングに迫力のある、とて

も盛り上がりのあるチームでした。 

序盤、紅葉川は相手投手が制球に苦しむところを攻め、初回と３回に１点ずつ点を重ねまし

た。紅葉川の先発山崎は、４回まで相手の出塁を許しませんでした。5回にヒット２本とフ

ォアボールで２点を返され同点とされます。８回表、紅葉川はヒットやエラー、８番出牛の

犠牲フライで１点をもぎ取り、勝ち越します。しかし８回裏、ヒットとフォアボール、長打

が絡み逆転されました。土壇場の９回表、先頭打者がフライで倒れるもフォアボールと、４

番友清の起死回生の長打、さらに相手のエラーが重なり紅葉川が２点を返し再逆転しまし

た！9回裏も 3人できっちり抑え、5－4で紅葉川の勝利となりました。９回完投の山崎は

被安打４、１７奪三振のピッチングをしてくれました。 

ブロック決勝戦は２１日(月)に東京成徳大高校との試合となります。引き続き無観客での試

合となりますが、応援の程、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月２９日 【秋季大会ブロック予選 対戦相手決定！】 

学校でコーチング講習会をやっている一方、キャプテンと部長で秋季大会ブロック予選の

抽選会に行ってきました。 

紅葉川高校の初戦の相手は日大櫻丘高校です！勝つと東京成徳大学高校と対戦となり、こ

の二校に勝てば都大会出場となります。今回のブロック予選は完全無観客という扱いになり

ます。都大会から観戦が可能になるとのことですので、このブロック予選を全力で勝ち抜き

たいと思います。 

 

 

 

 



８月２９日 【コーチング講習会】 

新チームが始動して約一か月、練習試合や夏休みの練習を経て、少しずつ新チームも成長

してきました。この日は本校のメンタルコーチの渡邉さんに来ていただき、保護者の方を含

めて、コーチング講習会を開いていただきました。今回は１年生と保護者の方は初めての講

習ということで一番基本的なコーチングの考え方と、それに基づく目標設定についてのお話

をしていただきました。日頃、指導者陣からのミーティングの中でもコーチング的な考え方

を選手に教えていますが、専門家の講習ということで 1,2 年生どちらにとっても改めて知識

の確認と新しい知識の獲得ができたと思います。大会前ということもあり、初めて大会に出

る選手もいるため、自らのメンタルのコントロールをさらにできるようになっていって欲し

いです。 

 


